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真空技術－真空計－熱陰極電離真空計の 
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Vacuum technology-Vacuum gauges- 
Specifications for hot cathode ionization gauges 

 

序文 

この規格は，2009 年に第 1 版として発行された ISO 27894 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，熱陰極電離真空計の製造業者が明記しなければならない測定に関係するパラメータ（仕様），

及びこれらの真空計を使用する場合において考慮する測定の不確かさの要因について規定する。この規格

を制定する目的を次に示す。 

a) 熱陰極電離真空計は，高真空から超高真空領域における参照真空計として使用される。この規格は，

熱陰極真空計を適切に校正する機関に対する情報を明示する。この規格で規定する情報は，カタログ，

取扱説明書などに記載することで，熱陰極電離真空計を用いた高真空から超高真空領域におけるトレ

ーサビリティを考慮した適切な測定を行うために有用な仕様を表す項目となる。 

b) この規格は，熱陰極電離真空計を用いた圧力測定における不確かさの要因を示す。これらの要因は，

熱陰極電離真空計を用いた高真空から超高真空の圧力測定を行う際に重要であることが知られている。

また，これらの要因を評価するためのガイドラインを与える。これらの不確かさの要因は，幾つかの

現行形のもの又は新しい真空計にとっては問題とならない程度にその影響が小さい場合もある。 

c) この規格は，熱陰極電離真空計を参照真空計として用いる場合，JIS Z 8750 及び ISO 27893 を補完す

る。 

注記 1 高真空から超高真空領域の校正用の参照真空計として，熱陰極電離真空計が主に用いられる。

電場と磁場とが交差した場における自己保持形の放電を用いた冷陰極電離真空計よりも圧力

に対する読み値の直線性が良いからである。 

注記 2 熱陰極電離真空計による高真空から超高真空領域の圧力の校正及び信頼性のある測定を行う

ためには，測定に関係するパラメータ及び不確かさの要因を知る必要がある。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 27894:2009，Vacuum technology－Vacuum gauges－Specifications for hot cathode ionization 

gauges（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”


